
クロスワードパズルの答え

答え
「にらみのまつ」
（にらみの松）

　虹の松原には「にらみの松」と言われている、高く

ならない一群の松があります。松が頭を垂れたように

斜になっていて「虹の松原の七不思議」の一つとして

数えられています。

　その謂れは、豊臣秀吉が朝鮮出兵 ( 文禄・慶長の役 )

の拠点として名護屋城（唐津市鎮西町）を構えていた

時の話です。

　秀吉が、松原を通りかかると、松が高く邪魔で眺望

がきかなかったので「頭が高い、低くなれ」とグッと一睨みをきかせたとたん松が頭を垂らし、そ

れ以来、松が高くならくなったということです。

　この「にらみの松」は、海からの強い北風を受けて成長を妨げられ多くが曲がったものです。そ

のために海岸沿いに多く見られます。このような姿になりながら松は、永い歴史の間に何代もの世

代交代して地域の農地や住居を強い北風から守ってくれています。

　そこで地域の方が、親しみを込めてこのような逸話を作ったのかもしれません。虹の松原には、

このように昔から伝えられている逸話がたくさんあります。

　このことは、長い間、虹の松原が地域の方々に親しまれていた証だと言えます。

　これからも KANNE は、松が人の暮らしを守ってくれているように、自然と人の暮らしが共生し

た環境が持続可能な地域になるよう活動してまいります。
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